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1. 2022年12月期第1四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 37,278 △20.2 2,003 △47.4 2,067 △47.2 1,491 △42.6

2021年12月期第1四半期 46,721 1.8 3,810 52.5 3,915 53.3 2,598 42.1

（注）包括利益 2022年12月期第1四半期　　1,515百万円 （△45.2％） 2021年12月期第1四半期　　2,764百万円 （91.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第1四半期 174.92 ―

2021年12月期第1四半期 305.00 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 139,032 76,662 54.7

2021年12月期 130,755 76,412 57.9

（参考）自己資本 2022年12月期第1四半期 75,989百万円 2021年12月期 75,768百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 0.00 ― 130.00 130.00

2022年12月期 ―

2022年12月期（予想） 0.00 ― 120.00 120.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 155,000 △13.8 6,200 △30.3 6,400 △30.0 4,100 △30.1 480.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

﨑
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期1Q 8,988,111 株 2021年12月期 8,988,111 株

② 期末自己株式数 2022年12月期1Q 463,922 株 2021年12月期 464,902 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期1Q 8,523,744 株 2021年12月期1Q 8,519,733 株

当社は「株式給付信託（J-ESOP）」制度及び「役員株式給付信託（BBT）」制度を導入しております。期末自己株式数には、「株式会社日本カストディ銀行（
信託Ｅ口）」が保有する当社株式が含まれております（2022年12月期1Q91,200株　、2021年12月期 92,200株）。また、「株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ

口）」が保有する当社株式を期中平均自己株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2022年12月期1Q91,650株　2021年12月期1Q87,95
0株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記述されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添
付資料2ページ「1. 当四半期決算に関する定性的情報　(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
一株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 90,800 △19.7 3,985 △32.3 4,530 △30.3 3,150 △30.6 369.53

（参考）　2022年12月期の個別業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）2022年２月15日公表時と、変更はありません。

　　　なお、第２四半期（累計）期間の業績予想は作成しておりません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における経営成績につきましては、売上高はコロナ禍による影響もなく順調に工事の

進捗が図られたものの、前期繰越高が前年を下回ったことなどにより、前年同四半期と比べて20.2％減の372億円

余となりました。

　利益面におきましては、売上高と同様にコロナ禍による影響は生じなかったものの、売上高の減少に加え、不採

算工事の発生による粗利益率の低下により、売上総利益は前年同四半期と比べて29.8％減の42億円余となり、販売

費及び一般管理費においては前年と変わらない支出額となりましたので、営業利益は前年同四半期と比べて47.4％

減の20億円余となりました。また、営業外収益が前期よりも減少したことにより、経常利益は前年同四半期と比べ

て47.2％減の20億円余となりましたが、税金等調整前四半期純利益の低下に伴い、法人税等の税金費用が減少した

ため、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期と比べて42.6％減の14億円余となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきまして、資産については、売上債権の回収が順調に進んだことや

回収資金を月次の下請負代金等の支払に備えたことから、現金預金が大幅に増加したため、前連結会計年度末に比

べ総資産は82億円余増加し、1,390億円余となりました。

　負債については、支払手形・工事未払金等が増加したことや、支払に充てる為に調達する短期借入金の増加など

により、前連結会計年度末に比べて80億円余増加し、623億円余となりました。

　純資産については、前期分の配当支払が生じながらも、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことによ

り利益剰余金が増加したため、前連結会計年度末に比べて２億円余増加の766億円余となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期までの業績は、前期同期を下回る結果となっておりますが、当初計画からの進捗度合いは、順調に

推移しております。一方、受注面におきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響を継続しており、引き続き

民間分野における発注の遅れが見られるものの、前期と比べて回復傾向にあり、当社個別の受注高は第１四半期末

時点で232億円余、前年同期比17.3％増となっております。

　第２四半期以降、引き続き受注環境の回復が続けば、売上・利益の伸長は共に順調に推移し、当初計画を達成す

るものと予想されます。しかし、世界的なサプライチェーンの混乱や資源価格の高騰により、建設資材等の物価上

昇に伴う採算の悪化も懸念されることから、通期の業績見通しは、決して楽観視できないものと思われます。

　今後の受注状況により業績の変動が見込まれることとなった場合、遅滞なく業績予想の修正を行う予定としてお

りますが、現時点におきましては通期業績見通しの変更は必要ないものと判断しております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 23,288 36,642

受取手形・完成工事未収入金等 63,660 59,491

販売用不動産 816 552

未成工事支出金 2,068 595

不動産事業支出金 2,335 2,335

その他の棚卸資産 358 345

未収入金 1,885 2,351

その他 1,059 1,024

貸倒引当金 △12 △10

流動資産合計 95,462 103,327

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 22,745 23,009

機械、運搬具及び工具器具備品 13,732 13,789

土地 15,539 15,764

その他 1,057 793

減価償却累計額 △26,656 △26,835

有形固定資産合計 26,419 26,521

無形固定資産

その他 523 504

無形固定資産合計 523 504

投資その他の資産

投資有価証券 5,352 5,328

長期貸付金 52 48

退職給付に係る資産 1,898 1,937

繰延税金資産 407 727

その他 916 914

貸倒引当金 △276 △276

投資その他の資産合計 8,349 8,678

固定資産合計 35,292 35,704

資産合計 130,755 139,032

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 34,862 35,882

短期借入金 320 7,905

未払法人税等 1,508 706

未成工事受入金等 3,339 3,433

引当金 439 1,494

その他 6,553 5,744

流動負債合計 47,024 55,166

固定負債

長期借入金 767 665

繰延税金負債 79 72

再評価に係る繰延税金負債 838 838

引当金 542 546

退職給付に係る負債 2,632 2,618

その他 2,457 2,462

固定負債合計 7,318 7,203

負債合計 54,342 62,370

純資産の部

株主資本

資本金 5,158 5,158

資本剰余金 6,169 6,169

利益剰余金 66,075 66,080

自己株式 △2,271 △2,265

株主資本合計 75,131 75,141

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 677 666

土地再評価差額金 △112 122

退職給付に係る調整累計額 72 58

その他の包括利益累計額合計 636 847

非支配株主持分 643 672

純資産合計 76,412 76,662

負債純資産合計 130,755 139,032
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年３月31日)

売上高

完成工事高 42,308 32,346

不動産事業売上高 1,316 1,021

その他の事業売上高 3,096 3,910

売上高合計 46,721 37,278

売上原価

完成工事原価 37,257 29,149

不動産事業売上原価 910 659

その他の事業売上原価 2,489 3,212

売上原価合計 40,658 33,021

売上総利益

完成工事総利益 5,050 3,196

不動産事業総利益 405 361

その他の事業総利益 606 698

売上総利益合計 6,063 4,256

販売費及び一般管理費 2,252 2,253

営業利益 3,810 2,003

営業外収益

受取利息 3 4

受取配当金 65 59

貸倒引当金戻入額 29 －

その他 42 28

営業外収益合計 141 92

営業外費用

支払利息 15 14

シンジケートローン手数料 4 4

前払金保証料 3 2

持分法による投資損失 6 7

その他 5 0

営業外費用合計 36 28

経常利益 3,915 2,067

特別利益

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 34 －

その他 － 1

特別利益合計 34 4

特別損失

固定資産除却損 0 1

投資有価証券評価損 13 0

固定資産圧縮損 1 －

特別損失合計 15 1

税金等調整前四半期純利益 3,933 2,070

法人税、住民税及び事業税 1,451 775

法人税等調整額 △169 △244

法人税等合計 1,282 530

四半期純利益 2,651 1,540

非支配株主に帰属する四半期純利益 53 49

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,598 1,491

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日

　至　2022年３月31日)

四半期純利益 2,651 1,540

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 108 △9

退職給付に係る調整額 3 △14

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 112 △24

四半期包括利益 2,764 1,515

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,708 1,465

非支配株主に係る四半期包括利益 55 50

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。収益認識会計基準等の

適用による主な変更点は以下のとおりです。

　工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる場合には工事進行基準を、その

他の工事については工事完成基準を適用しておりました。これを当第１四半期連結会計期間の期首より、財又はサ

ービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合には、履行義務を充足するにつれて、一定の期間に

わたり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日まで

に発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。また、履行義務の充

足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回

収基準にて収益を認識しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる

時点までの期間がごく短い工事契約等については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、

完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は378百万円増加し、売上原価は375百万円増加し、営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ２百万円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は

130百万円減少しております。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用）

　当社及び一部の連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(2020年法律第８号)において創設されたグ

ループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目について

は、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39

号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法

の規定に基づいております。

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）(新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積

り)に記載した内容について、重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
建設 不動産 計

売上高

外部顧客への売上高 45,242 1,319 46,562 158 46,721

セグメント間の内部売上高又
は振替高 11 22 33 0 34

計 45,254 1,342 46,596 159 46,755

セグメント利益 3,566 274 3,841 11 3,853

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,841

「その他」の区分の利益 11

セグメント間取引消去 △0

全社費用（注） △42

四半期連結損益計算書の営業利益 3,810

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日 至　2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、福祉関連事業等を含

んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
建設 不動産 計

売上高

土木工事 16,858 － 16,858 － 16,858

建築工事 15,539 － 15,539 － 15,539

その他 3,270 584 3,854 151 4,006

顧客との契約から生じる収益 35,667 584 36,252 151 36,404

その他の収益 444 423 868 － 868

外部顧客への売上高 36,112 1,008 37,121 151 37,272

セグメント間の内部売上高又
は振替高 0 26 26 0 27

計 36,112 1,035 37,147 152 37,299

セグメント利益 1,794 229 2,023 13 2,037

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,023

「その他」の区分の利益 13

セグメント間取引消去 5

全社費用（注） △39

四半期連結損益計算書の営業利益 2,003

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年１月１日 至　2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　　（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、福祉関連事業等を含

んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更

しております。

　なお、当該変更による売上高、セグメント利益に与える影響は軽微であります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

（2021年12月31日）

当第１四半期会計期間末

（2022年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,194 21,883

受取手形及び完成工事未収
入金等

45,774 43,629

販売用不動産 621 302

未成工事支出金等 793 559

不動産事業支出金 2,300 2,302

その他 2,643 2,772

流動資産合計 62,327 71,451

固定資産

有形固定資産 8,462 8,408

無形固定資産 67 66

投資その他の資産 8,306 8,523

固定資産合計 16,837 16,998

資産合計 79,165 88,450

３．[参考]四半期個別財務諸表

（１） 四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

（2021年12月31日）

当第１四半期会計期間末

（2022年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 22,950 22,623

短期借入金 － 7,500

未払法人税等 1,180 495

引当金 339 1,052

その他 4,648 6,342

流動負債合計 29,119 38,014

固定負債

退職給付引当金 1,285 1,281

その他 1,147 1,149

固定負債合計 2,432 2,430

負債合計 31,552 40,444

純資産の部

株主資本

資本金 5,158 5,158

資本剰余金 6,169 6,169

利益剰余金 37,465 37,614

自己株式 △2,271 △2,265

株主資本合計 46,521 46,676

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 498 499

土地再評価差額金 592 828

評価・換算差額等合計 1,091 1,328

純資産合計 47,612 48,005

負債純資産合計 79,165 88,450

（注）この四半期貸借対照表は、法定開示におけるレビュー対象ではありません。
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（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
（自　2021年１月１日

至　2021年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年３月31日）

売上高

 完成工事高 27,023 20,079

 不動産事業売上高 917 621

売上高計 27,940 20,700

売上原価

 完成工事原価 24,271 18,174

 不動産事業売上原価 604 369

売上原価計 24,876 18,543

売上総利益

 完成工事総利益 2,752 1,904

 不動産事業総利益 312 252

売上総利益計 3,064 2,156

販売費及び一般管理費 955 914

営業利益 2,109 1,242

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 555 522

その他 33 3

営業外収益計 590 528

営業外費用

支払利息 7 10

その他 8 3

営業外費用計 16 14

経常利益 2,683 1,757

特別利益

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 34 －

投資有価証券評価益 － 0

特別利益計 34 1

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 13 0

特別損失計 14 0

税引前四半期純利益 2,703 1,758

法人税、住民税及び事業税 806 419

法人税等調整額 △103 △166

法人税等合計 702 253

四半期純利益 2,000 1,505

（２）四半期損益計算書（第１四半期累計期間）

（注）この四半期損益計算書は、法定開示におけるレビュー対象ではありません。
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区　　　分
2021年12月期

第１四半期

2022年12月期

第１四半期
比較増減 増減率

連　　　結 － 38,829 － －

個　　　別 19,797 23,220 3,423 17.3

区　 　 分
2021年12月期

第１四半期

2022年12月期

第１四半期
比較増減 増減率

建

設

事

業

建　

築

官公庁 1,360 (  6.9％) 572 (  2.5％) △787 △57.9

民間 10,067 ( 50.9  ) 11,821 ( 50.9  ) 1,753 17.4

計 11,428 ( 57.7  ) 12,394 ( 53.4  ) 966 8.5

土　

木

官公庁 4,480 ( 22.6  ) 7,921 ( 34.1  ) 3,440 76.8

民間 2,699 ( 13.6  ) 2,318 ( 10.0  ) △380 △14.1

計 7,179 ( 36.3  ) 10,239 ( 44.1  ) 3,060 42.6

合　

計

官公庁 5,840 ( 29.5  ) 8,493 ( 36.6  ) 2,653 45.4

民間 12,767 ( 64.5  ) 14,140 ( 60.9  ) 1,373 10.8

計 18,607 ( 94.0  ) 22,634 ( 97.5  ) 4,026 21.6

不 動 産 事 業 1,189 (  6.0  ) 586 (  2.5  ) △602 △50.7

合　　　 計 19,797 (100    ) 23,220 (100    ) 3,423 17.3

区　　　分 2021年12月期実績 2022年12月期予想 比較増減 増減率

連　　　結 147,346 170,000 22,653 15.4

個　　　別 84,442 105,000 20,557 24.3

４．補足情報

①　2022年12月期第１四半期の受注高実績
（単位：百万円、％）

（注）当第１四半期より連結受注実績も表記することにしております。

（参考）個別受注実績内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　（単位：百万円、％）

     （注）（　）内のパーセント表示は、構成比率

②　2022年12月期　　受注高予想（通期）
（単位：百万円、％）

（注）今期より連結受注高予想も表記しており、2022年2月15日提出の決算短信においても発表しております。

また、受注予想においては、当社が現在入手している情報に基づいて作成したものであり、実際の受注高は

今後様々な要因により異なる可能性があります。
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